
人とひととが支えあい、

住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために

本市は平成 年 月に東京都内初の中核市に移行した

ことにより、多くの事務権限が東京都から移譲され、高齢者

福祉の専門家等による「社会福祉審議会 高齢者福祉専門分

科会」の開催や、介護保険事業者に虐待防止研修の受講を義

務付けるなど、地域の実情に即した施策の展開や介護保険サ

ービスの質の向上を図ってきました。

昨今、我が国では、少子高齢化の進行により、総人口は減

少に転じていますが、高齢者人口は増加を続け、平成 年（ 年）に

は、高齢化率が ％に達すると推計されています。本市におきましては、

全国平均よりは低いものの、同年の高齢化率は ％に達すると見込んで

おります。

こうした状況を踏まえ、本市では「予防・介護・医療・生活支援・住まい」

を一体的・継続的に提供し、地域の中で包括的な支援・サービスの提供体制

を実現する「地域包括ケアシステム」の基礎づくりを行ってきました。

本計画では、その「地域包括ケアシステム」を強化し、介護予防・認知症

対策・在宅生活の支援・介護人材の確保をはじめとする各施策をより推進す

ることで、高齢者の福祉や介護における課題の解決を図ることといたしまし

た。本計画に定めた施策を着実に実行し、保健・防災・交通・教育・消費生

活などの他分野の計画と連携することで、基本理念である「健康で笑顔あふ

れる、ふれあい、支えあいのまち」の実現をめざしてまいります。

結びに、本計画の策定にあたりまして、貴重な御意見をいただきました策

定部会の皆様をはじめ、アンケート調査に御協力いただいた皆様、パブリッ

クコメントで御意見をお寄せいただいた多くの皆様に、心より感謝申し上げ

ます。

平成 年 月

八王子市長
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第１章 計画の策定にあたって

第１章 計画の策定にあたって

１ 計画策定の背景と趣旨

（１）人口構造の変化と課題
平成 年４月１日現在、我が国の人口は約１億 万人で、前年同月に

比べ約 万人減少となっていますが、その一方、 歳以上の高齢者人口は過
去最高の約 万人となり、前年同月に比べ約 万人増加しています。
国立社会保障・人口問題研究所による将来推計人口（平成 年推計 出生

中位推計）によれば、高齢者の割合は平成 年の段階で ％と、４人に１
人が高齢者という状況から、平成 年（ 年）には ％、平成 年（
年）には ％と、３人に１人が高齢者になる見込みです。
八王子市（以下「本市」という。）においても、高齢者人口は年々増加して

います。介護保険制度がスタートした平成 年には ％だった高齢者の割
合は、平成 年９月末現在で ％となっており、今後も上昇が見込まれて
います。また、 歳以上の後期高齢者の割合も ％から上昇することが予
想されます。
一方、生産年齢人口が本市の総人口に占める割合は、平成 年は ％で

あったものが、平成 年９月末現在では ％となっており、今後も減少し
ていくことが見込まれています。
このように、高齢者人口、特に後期高齢者人口の急速な増加により、医療

や介護の需要が高まりを見せることが予想される中、その担い手が同時に減
少することは、社会保障費の一人あたり負担額の増加につながるため、この
ままでは高齢者を支えきれない社会となっていくことも懸念されます。
そこで本市では『八王子市高齢者計画・第７期介護保険事業計画』（以下「本

計画」という。）において、団塊の世代 が 歳以上となる平成 年（
年）の高齢者の状況やサービスの中長期的な水準等を見据えつつ、地域包括
ケアシステムの強化に向けた取組を総合的かつ体系的に整理することで、高
齢者の福祉や介護の課題への対応を図っていきます。

団塊の世代（だんかいのせだい） ページ参照


